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安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗 
 
安中復興まちづくり 20 周年講演会のお知らせ 
 





 安中復興まちづくり開始から 20 周年を迎えるにあたり、この 20 年の活動を振り返
るとともに、今後の振興、地域防災、災害伝承を考える講演会を企画しました。 
  
日 時 ： 平成 25 年 6 月 3 日（月） １０：００～１２：００ 
場 所 ： 島原市立安中公民館 
主 催 ： 安中地区町内会連絡協議会、安中地区まちづくり推進協議会 
後 援 ： 国土交通省雲仙復興事務所、島原市、土木学会西部支部 
次 第 
10:00~10:20 
１ 開 会  （安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗） 
２ 挨 拶  （安中地区町内会連絡協議会会長 前田勝義） 
                      (島原市長 古川隆三郎) 
３ 20 年の活動紹介 （雲仙岳災害記念館副館長 杉本伸一） 
10:20~11:20 
４ 記念講演「雲仙普賢岳の大土石流災害から２０年を振り返って」 
(元国土交通省砂防部長、現政策研究大学院大学特任教授 池谷 浩） 
 11:20~12:00 
５ 参加者とのディスカッション (長崎大学名誉教授 高橋和雄)  
 
６ 閉会  （安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗） 
  
問い合わせ先 
安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗         









１．開会 ·························································································· 1 
２．挨拶 ·························································································· 1 
主催者挨拶 ················································································· 1 
来賓挨拶 ···················································································· 1 
３．20 年の活動紹介  ········································································· 2 
４．記念講演「雲仙普賢岳の大土石流災害から 20 年を振り返って」 ··········· 5 
５．参加者とのディスカッション ························································· 20 
６．閉会 ·························································································· 26 



































1 開会 安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗 











安中地区は平成 3 年 6 月 3 日の大火砕流、平


































































1993 年 4 月、国土交通省の直轄の雲仙復
興工事事務所が開設され、国も本格的に復
興工事に取り組みます。 






民は、同年 6 月 30 日、「安中三角地帯嵩上














ました。そうするうち、平成 7 年 1 月 17 目、阪神・淡路大震災が発生しました。「行政の目
が阪神に向くと島原は忘れられる。嵩上げ事業は夢に終わるかも」いう不安の声が皆からも
出てきました。このため、連日住民への説明会や行政への働きかけを続けたのです。 
















です。先日は第 5 小の 3 年生が梅の実を収穫しました。小学校を卒業する 6 年生が 100 本ず
つ 10 年間植樹をしたもので、今では 1,000 本の梅の木が導流堤に植えられています。 
























































































































は 1991 年 2 月に大きめの噴火があって火























































































































ところが 2 社ありました。2 社あるなら競争原理が働くねということで次の年の春に当時の
建設省の技術提案型の公開の募集をしました。公募の説明会にアメリカから３社来たのを覚









































































































らいになる。坪 2 万円とか 3 万円とかするところでも 500 円になってしまいます。そんなと
ころを 100 坪と言われても再建できますか。まず生活基盤の安定が不可欠だと思います。そ
こで仮に坪 1 万円のところだったらなんとか 1 万円に近い、500 円じゃなくて 1 万円に近い
ものを出せないかと考えました。こういうことを考えました。雲仙の場合前の噴火から今回

















































































































































 1990 年の島原市の入込客は 2,039,924 人、






























































































































のがいう将来の 100 年後、200 年後の子供たちにどう残すかということを考えてもいいので
はないでしょうか。 





















































































































 噴火から 22 年が経過していろいろなことが歴史の１頁になりつつあります。その中で雲仙
岳災害記念館、がまだすドームがしっかりと災害伝承をしてきたという事実はあると思いま






















































































































６ 閉会挨拶 安中地区まちづくり推進協議会会長 大町辰朗 
 これで「安中復興まちづくり 20 年周年講演会」を終わります。まちづくりにこれからも動
いていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。今日はどうもありがとうござい
ました。 
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